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           調査の目的と流れ 
 
 

１．調査の背景と目的 
 

●これまで市街地整備上の様々な課題を抱える「密集市街地」、「地方都市中心部」、「大都市圏」

において、それぞれ市街地再開発事業を進めてきているところである。今後、より一層防災

性の向上、地域活力の向上、高齢化社会への対応等が求められる中で、緊急性の高い課題に

対応可能な事業の推進を図るため、小規模事業を連鎖的に進めていくなど、新たな進め方を

最近の事例を通して整理、分析する必要がある。 
 

●平成 19 年度における密集法の一部改正により、密集市街地対策についての各種制度改正が

措置され、市街地再開発事業については第二種についても小規模な事業が展開可能になった

ところである。今後、密集市街地における市街地再開発事業、防災街区整備事業等の連鎖的

な展開を図ることが重要な施策のひとつであり、密集市街地における連鎖的な再開発事業等

の推進に関する事業展開方策を検討する必要がある。 
 

●上記の背景を踏まえ、再開発事業等の実施事例の整理を通して、再開発事業等の共同化事業

の新たな進め方のノウハウ集として、地区毎の独自の工夫点や特徴について取りまとめるこ

とを目的とする。 

 

２．調査フロー 
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①事業データの整理 

(地区の概要、事業の経緯、計画の概要、事業費、権利変換、管理運営 等) 

②事業の特徴/特段の工夫等ヒヤリング 

(事業実施上の課題の解決、実施上の工夫、効果・評価等） 

１．密集市街地における、市街地更新への現状と課題 

５．市街地再開発事業等の新たな進め方・効果的な進め方の整理・分析 

・高齢者の居住の安定/資金調達  

 低層商店街の再生/参加組合員と特定業務代行 

 保留床処分に依存しない事業 

 土地・土地権利変換(共同化意向と個別意向の整理) 

 ライトダウン・ＴＩＦ(的手法) 

 

２．これまで実施されてきた市街地

再開発事業のデータベース作成 

(日本の都市再開発、市街地再開

発、再開発コーディネーター等) 

３．密集市街地における共同建替え事業、防災街区整備事業、市街地再開発事業の事例収集と分析 

※特徴的な事例をピックアップ 

８．今後の市街地再開発事業の促進にむけて 

 

密集市街地における任意
の共同建替え事業も含む 
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